
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

      　 　 　  前期終業式の児童発表  
 

 後期がスタートしました！  

　 秋季休業が終わり、元気な子どもたちの声が校舎に響き渡っ
ています。前期終業式では、２・４・６年生の代表児童が、これま
での自分を振り返り、前期頑張ったことや後期のめあてを堂々と
発表しました。 
　 私からは、学校教育目標「よりよく生きる～夢・笑顔・学ぶ瞳
～」に向けて、三つの子どもの姿を伝えながら、これまでの自分
を振り返り、後期のめあてとして、３つの子どもの姿を意識して
いくことを確認しました。また、６年生が、縁の下の力持ちとして
様々な学校行事の準備をしていることなどを紹介しました。後期
からは、学校のリーダーとしてするべきことを、少しずつ５年生
へ下ろしていかねばなりません。そのために、６年生には、まだ

 まだ学校のリーダーとしてのよき手本を見せてもらいたいと思います。
　 子どもたちにもお話しましたが、私がよく話す「挨拶」につい

 て、地域の方からうれしいお話が届きました。
それは、いつも学校の周りを散歩している方のお話でした。散
歩をしていると「こんにちは」と明るい挨拶をしてくれたり、夏の
暑い日には、子どもたちから「今日は暑いですね。」と声をかけ

 てくれたりして、とてもうれしいというお話でした。
　 私たちの見えない所でも、進んで地域の方へ挨拶をしている
子どもたちがいるというのは、とてもうれしいことです。他にもた
くさんいるかもしれません。私たちのところに届いていないだけ
で他にもあるかもしれませんが、こうしたお話は聞いているだけ
で心のエネルギーになります。プラスのエネルギーがいっぱい
になるよう、言葉を大事にして、子どもも大人もみんながいきい
きと活動できる学校にしていきたいと思います。保護者の皆様、

 後期もご協力とご支援をどうそよろしくお願いいたします。
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　＜学校教育目標＞ 
　　よりよく生きる　～ 夢　笑顔　学ぶ瞳 ～ 
◆夢に向かって努力する子ども 
◆思いやりの心をもち、明るい挨拶ができる子ども
◆自分の考えをもち、伝え合うことができる子ども

５年生と一緒に振り返りました

縁の下の力持ち！６年生
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ぼ
く
が
、
ぜ
ん
き
に
が
ん
ば
っ
た
こ
と

は
、
べ
ん
き
ょ
う
で
す
。 

　

国
語
で
は
、
ま
い
に
ち
の
音
読
や
漢
字

の
れ
ん
し
ゅ
う
に
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い

と
り
く
み
ま
し
た
。
と
く
に
か
ん
じ
は
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト
に
む
け
て
ノ
ー
ト
に

た
く
さ
ん
書
い
て
お
ぼ
え
ま
し
た
。
百
点

を
と
れ
た
と
き
は
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。 

　

算
数
で
は
、
と
け
い
が
に
が
て
だ
っ
た

の
で
、
な
ん
ど
も
な
ん
ど
も
く
り
か
え
し

も
ん
だ
い
を
と
い
た
ら
、
す
こ
し
ず
つ
で

す
が
わ
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
、

九
九
の
れ
ん
し
ゅ
う
中
で
、
早
く
お
ぼ
え

ら
れ
る
よ
う
に
家
で
も
ま
い
に
ち
と
り
く

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

　

一
ば
ん
す
き
な
た
い
い
く
も
が
ん
ば
り

ま
し
た
。
と
く
に
す
い
え
い
で
、
ま
だ
す

こ
し
し
か
お
よ
げ
ま
せ
ん
が
二
十
五
メ
ー

ト
ル
お
よ
げ
る
よ
う
に
な
る
の
が
も
く
ひ

ょ
う
で
す
。
こ
う
き
で
は
、
二
月
に
あ
る

な
わ
と
び
し
ゅ
う
か
い
に
む
け
て
た
く
さ

ん
れ
ん
し
ゅ
う
し
て
、
一
年
生
の
と
き
よ

り
も
む
ず
か
し
い
わ
ざ
に
ち
ょ
う
せ
ん
し

た
い
で
す
。 

　

あ
す
か
ら
の
秋
休
み
も
じ
こ
に
気
を
つ

け
て
す
ご
し
、
こ
う
き
か
ら
も
元
気
に
が

ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　 子どもたちは、将来、社会的・職業的に自立した人間として社会へと旅立ちます。そのために必要な学習、
基本的なマナーをはじめ、人間関係をつなぐコミュニケーションなどを学んでいます。社会と同じように、学校
には様々な人がおります。自分と同じ考えの人、違う考えの人、心の中ではよいことだと分かっていてもマイ
ナスな言動を発してしまう人、心で思っていることと態度が違う人、何ごとも前向きに考える人、周りを見て自
分にできることを考える人…など様々です。小・中学校時代に、たくさんの困難なことに向き合いながら、自分
なりに考え、折り合いをつけることを学びます。子どもたちがつまずかないように、大人が目の前の石を取り除
いてしまっては、「考えること」「折り合いをつける」ということを学ばずに小学校時代が終わってしまいます。
子どもたちはコロナ禍の３年間、マスク越しでの生活でした。相手の口が見えないためか、「あの人はきっとこ

  　
　10月11日（前期終業式）の放課後、ある保護者の方からお電話があり
ました。とっても心温まるお話でした。 
 

  １年生のお子さんが下校の際、側溝の蓋につま先が挟まって転倒し、顔をぶつけ鼻
血が出ていたところを、飯田川小の子どもたちに助けてもらったとのことでした。６年生と
５年生の男子がおんぶをして近くの公園まで連れて行ってくれたそうです。また、６年生
の女子２名、５年生の女子２名、４年生女子、３年生女子が、けがしている１年生の手当
をしてくれたそうです。そして、けがをして泣いている１年生の男の子を、同級生の男の
子３人が笑わせてくれるなど、子どもたちの優しさや思いやりにふれることができた素敵
な体験をしたと連絡をいただきました。1年生の保護者の方は、助けてくれた児童の帰り
が遅くなってしまったことを大変心配してのお電話でした。 
　 秋季休業明け、改めて１年生の保護者の方からご連絡がありました。その中で印象的
だったのは、「『意地悪をしたら自分に返ってくる。人に助けてもらったら、自分も助けてあげる』、と日頃から話して
いた意味を本人なりに理解することができた貴重な体験だったようです。大人でもためらってしまう場面で皆さんの
優しさと思いやりを学ぶことができました。」と私たちに伝えてくださいました。このエピソードに、私もうれしくなり、学
校報に掲載したいとお伝えしたところ快諾していただきました。お世話になった子どもたちに、ぜひ、お礼と感謝の
気持ちを伝えて欲しいとのことでした。 
　 このエピソードは、各学級で紹介し、優しさや思いやりの大切さを学ぶよい機会となりました。お知らせ頂いた１
年生の保護者の方にお礼申し上げます。おかげで、我々も子どもたちの優しさや相手を思う気持ちなど新たな一
面を知ることができました。ご連絡がなければ分からなかったエピソードです。今後もこうしたエピソードがあれば、
教えていただけるとありがたいです。

 
 

前
期
の
振
り
返
り
と
、 

　
　
　
　
　

後
期
に
が
ん
ば
り
た
い
こ
と 

 

四
年

組　

〇
〇
　
〇
〇 

A

  
 

私
が
前
期
が
ん
ば
っ
た
こ
と
は
、
勉
強

で
す
。
漢
字
の
テ
ス
ト
で
は
十
五
回
以
上

百
点
を
と
り
ま
し
た
。
算
数
の
テ
ス
ト
は

あ
ま
り
よ
く
な
か
っ
た
け
ど
、
理
科
の
テ

ス
ト
の
結
果
は
と
て
も
よ
か
っ
た
の
で
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。
総
合
の
学
習
の
「
飯

田
川
エ
コ
キ
ッ
ズ
」
で
は
八
郎
湖
に
い
き

ま
し
た
。
水
草
を
植
え
た
と
き
は
少
し
大

変
だ
っ
た
け
ど
、
ち
ゃ
ん
と
植
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

　

楽
し
か
っ
た
こ
と
は
、
秋
田
県
総
合
教

育
セ
ン
タ
ー
に
行
っ
て
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
を
見
た
こ
と
で
す
。
星
を
つ
な
げ
て
で

き
る
星
座
は
、
昔
の
人
が
作
っ
た
こ
と
や
、

星
の
明
る
さ
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
も
う
一
つ
は
総

合
の
学
習
で
味
噌
づ
く
り
を
し
た
こ
と
で

す
。
〇
〇
さ
ん
の
お
父
さ
ん
に
、
み
そ
の

作
り
方
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
少
し

大
変
だ
っ
た
け
ど
、
作
っ
て
い
る
と
き
は

と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
今
の
み
そ
の

じ
ょ
う
た
い
は
分
か
ら
な
い
け
ど
、
う
ま

く
で
き
て
い
る
と
い
い
で
す
。 

　

後
期
が
ん
ば
り
た
い
こ
と
は
、
二
つ
あ

り
ま
す
。 

　

一
つ
目
は
学
習
発
表
会
で
す
。
歌
や
ダ

ン
ス
や
セ
リ
フ
を
上
手
に
発
表
し
た
い
で

す
。 

　

二
つ
目
は
新
し
い
勉
強
で
す
。
授
業
中

は
手
を
挙
げ
ら
れ
る
よ
う
に
、
し
っ
か
り

話
を
聞
い
て
、
よ
く
考
え
た
い
で
す
。
漢

字
は
前
期
の
テ
ス
ト
は
と
て
も
よ
か
っ
た

の
で
、
後
期
も
た
く
さ
ん
百
点
を
と
れ
る

よ
う
に
、
繰
り
返
し
練
習
を
が
ん
ば
り
た

い
で
す
。
算
数
も
、
た
く
さ
ん
百
点
を
取

れ
る
よ
う
に
、
ド
リ
ル
の
問
題
を
家
庭
学

習
で
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。
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私
が
前
期
に
が
ん
ば
っ
た
こ
と
は
二
つ

あ
り
ま
す
。 

　

一
つ
目
は
、
委
員
会
活
動
で
す
。
私
は

紙
書
記
で
黒
板
に
書
か
れ
て
い
る
考
え
を

ま
と
め
て
書
き
ま
し
た
。
ま
た
、
積
極
的

に
考
え
を
発
表
す
る
こ
と
を
が
ん
ば
り
ま

し
た
。
委
員
会
で
は
、
運
動
会
や
学
習
発

表
会
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
み
ん
な
で
意

見
を
出
し
合
っ
て
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

　

二
つ
目
は
、
運
動
会
で
す
。
私
は
副
団

長
を
し
ま
し
た
。
六
年
生
の
み
ん
な
で
応

援
の
歌
を
一
生
懸
命
考
え
て
練
習
し
ま
し

た
。 

　

練
習
の
時
に
は
、
立
ち
位
置
を
決
め
た

り
、
誰
が
何
の
道
具
を
持
つ
か
を
決
め
た

り
し
ま
し
た
。 

　

本
番
で
は
、
応
援
賞
を
と
る
こ
と
が
で

き
な
く
て
悔
し
か
っ
た
け
ど
、
み
ん
な
で

楽
し
く
応
援
で
き
た
こ
と
が
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。 

　

百
メ
ー
ト
ル
走
は
二
位
で
、
一
位
に
は

な
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
、
小
学

校
最
後
の
運
動
会
が
楽
し
く
で
き
て
よ
か

っ
た
で
す
。 

　

後
期
で
が
ん
ば
り
た
い
こ
と
は
、
学
習

発
表
会
で
す
。
私
た
ち
は
、
歴
史
の
劇
で
、

四
つ
の
時
代
の
う
ち
の
一
つ
を
発
表
し
ま

す
。 

　

練
習
し
て
き
た
こ
と
を
生
か
し
て
、
楽

し
く
発
表
で
き
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い

で
す
。 

  
 



う思っているに違いない」「きっとこう言っているはずだ」など、思い込みでのトラブルもいまだ見受けられま
す。これからの生活を通して、人との関わりで起こる様々なことを経験しながら、学校、家庭、地域で共に子ど
もたちの「心の成長」を促していけたらと思います。飯田川小学校の子どもたちが、今回のように自分たちで
今できるよりよい方法を考えて行動できることは本当に素晴らしいことです。今後とも、子どもたちに関わる全
ての皆様のご支援とご協力をよろしくお願いいたします。 

実りの秋～頑張った持久走大会（10/10）～  

　 大雨により、延期となった３年生以上の持久走大会。当日は、さわやかな秋晴れのもと、全力で走る子ども
たちの姿が見られました。 
　 ３年生以上の子どもたちは、延期になってからの一週間分の練習を含め、長休みに自主練習をしている子
どもたちもいました。「持久走」と聞くと、「えー。嫌だなあ。」という声が大多数ですが、子どもたちの心の強さ
や優しさも育てることができるのだなあと感じた今回の持久走大会でした。詳細は、次のページで！当日は、
保護者、地域の皆様の温かいご声援ありがとうございました。また保健体育部の皆様もお手伝いありがとうご
ざいました。 
 
 
 
 
 
 

 
   
   
  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  　
　10月10日の昼休みの避難訓練は、子ども
たちに実施する週だけを知らせて行いまし
た。子どもたちは、無駄話をせず、早足で

口にハンカチをあてながら避難し、素早く並ぶことができていました。
グラウンドにいた低学年の子どもたちは、はじめ、どこに並ぶのか何列
なのか分からず悩んでいる姿も見られました。こうしたことを確認する
ためにも避難訓練の意味はあります。「校長先生がいるから、今から避
難訓練始まるんでしょ？」という子どもたちもいました。私がきたから
といって、災害が起きていたら大変ですが……。避難時、私がグラウン
ドにはじめからいるとは限りません。災害はいつ起きるか分からないの
で自分たちで考えて行動する力も必要です。 
　講評では、「放送や人の話をしっかり聞き、今何が起きているのかを知ること」など普段から、人の話
を聞くことの大切さをお話しました。登下校中、地震が起きたら…、川が氾濫したらどうするのかなど普
段から考えて行動することが必要になります。大人でも動揺しますので、子どもならなおさらです。地震
が起きた場合、おうちの方と連絡が取れないときは、「○○にいくこと」などを、ご家族で確認しておく
ことも大事ですね。

　　３・４年生　800M ５・６年生　1000M

◆持久走大会（10/１０）◆ おめでとうございます！

 ３年女子   ４年女子 

１位　〇〇〇〇 さん １位　〇〇〇〇さん 

２位　〇〇〇〇 さん ２位　〇〇〇〇さん 

３位　〇〇〇〇 さん ３位　〇〇〇〇さん

 ４年男子   ３年男子 

１位　〇〇〇〇 さん １位　〇〇〇〇 さん 

２位　〇〇〇〇 さん ２位　〇〇〇〇 さん 

３位　〇〇〇〇 さん ３位　〇〇〇〇 さん



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
   ◆令和６年度「ごはんの日」キャッチフレーズ　 優秀賞（１０／６）◆　  

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
※県のホームページ  
「 美 の 国 あ き た ネ ッ ト 」 に も 掲 載 さ れ て い ま す 。
https://www.pref.akita.lg.jp/pages/archive/69026

　今年の持久走大会では、心温まる場面がたくさん見られました。 
 
 
 

①友達に追い越されたことが悔しくて、ゴール寸前で動けなくなってし
　まった友達に、学級のなかまがそばに来て励まし、最後ゴールするこ
　とができました。 
②自分のペースで最後まで頑張って走っている人に、個人的に「○○！
　頑張れ！」という応援の声や学級のまとまりとして「頑張れ！頑張　
　れ！」という声がたくさん聞こえていました。また、ゴールした友達
　がそばにかけよって一緒に走る姿が輝いていました。 
③あと少しでゴールなのに、違う方向へいってしまった友達をおんぶし
　てゴール。みんなの笑顔が素敵でした。 
④途中で体調が悪くなったけれど（※体調に関しては保護者の方が対応
　してくださいました）、最後まで走りゴールした姿を見て、当日走ら
　ない予定だった児童が「走ってみる」と参加し、最後まで走り切るこ
　とができました。「やってみよう」という気持ちをもつこと、最後ま
　で頑張ろうとする気持ちは今後の生活にも生きる大事なことです。素
　敵な場面がたくさんあった持久走大会でした。

優秀賞  

「おいしいな　 じいじのつくった　  

　 　 　 　 　 　 　 　 あきたまい」  
 

　 　 （２年　 〇〇　 〇〇さんの作品）

 ５年女子   ６年女子 

１位　〇〇〇〇　さん １位　〇〇〇〇 さん 

２位　〇〇〇〇　さん ２位　〇〇〇〇 さん 

３位　〇〇〇〇　さん ３位　〇〇〇〇 さん

 ５年男子   ６年男子 

１位　〇〇〇〇 さん １位　〇〇〇〇さん 

２位　〇〇〇〇さん ２位　〇〇〇〇 さん 

３位　〇〇〇〇 さん ３位　〇〇〇〇 さん


